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【アクセス】

●電車（八街回り）

JR総武本線「旭」駅下車（特急「しおさい号」は全て停車します）

旭駅より当院までは病院無料バス5分／路線バス5分／徒歩約15分

（千葉以遠より快速等でお越しの場合は千葉駅で乗換が必要です）

●高速バス（旭ルート）

乗車場所：浜松町貿易センタービル、東京駅八重洲口前

「旭中央病院東」または「旭中央病院」下車

●車

千葉から：千葉東金道路「松尾横芝I.C.」→銚子連絡道路「横芝光I.C.」→国道126号線→旭市街へ

東京から：東関東自動車道「大栄I.C.」→国道51号線→県道56号線→県道28号線→旭市街へ



今までも、そしてこれからも、私たちは地域の皆様とともに、歩んでまいります。

開院から現在まで

病床数：113床
医 師 数：8名
職 員 数：45名

病 床数：876床
1979年：公営企業法全部適用
1980年：人工透析センター開設
1981年：臨床研修指定病院
1982年：看護専門学校3年制
　　　  特別養護老人ホーム併設
1984年：救命救急センター指定
1985年：新生児医療センター開設
　　　　健診センター開設
1989年：老健施設介護老人保健施設併設

1953年（昭和28年）開院 1963年（昭和38年） 1973年（昭和48年） 1988年（昭和63年） 2000年（平成12年）

病 床数：380床
1964年：千葉県初の高等看護学校併設
1965年：神経精神科開設

病 床数：620床
1970年：脳神経外科開設
1971年：養護老人ホーム併設
1973年：基幹病院に認定

病 床数：956床
1996年：災害拠点病院指定
1999年：基幹災害医療センター完成
2005年：市町村合併により
　　　　旭市立の公立病院となる
2011年：地上12階建ての新本館を竣工
2016年：地方独立行政法人へ移行

現在
千葉県東部および茨城県南部を含む半径30㎞圏
（人口約100万人）を診療圏とする、日本有数の
公立病院に成長

2018年度実績

地域別外来患者比率

旭市

15.1％ 31.1％

8.9％

17.1％

15.3％

12.5％

患者の約7割が
旭市外から通院

神栖・鹿嶋方面

銚子市

香取方面

匝瑳・横芝光方面

その他

■病床数
■標榜科目
■全職員数
■医師数
■看護師数
■外来患者数
■救急外来患者数
■中央手術室手術件数
■入院料
■敷地面積
■建物延床面積
■附属施設

■主な認定施設

989床（一般763／感染6／精神220）
40科
2,145名（2019年4月）
273名（2019年4月）
944名（2019年4月）
2,500人/日（2018年度）
46,741人/年（2018年度）
8,417件/年（2018年度）
急性期一般入院料1 / 精神科救急入院料1 等
191,086㎡
168,172㎡

病院概要

太平洋、九十九里海岸を臨む街、千葉県旭市。

市は、南部に美しい弓状の九十

九里浜、北部に干潟八万石と

呼ばれる房総屈指の穀倉地帯

が広がっています。平均気温が15℃と温

暖な気候から、農業、水産業も盛んで

す。東総地域の中核都市として今後の発

展が期待されています。

旭市について

旭

●千葉県旭市 

都心から80km圏、千葉市から北東に約50kmにある。
南部は九十九里浜に面し、人口は約65,000人。

私たちは地域の皆さまの健康を守るために、常に研鑽に努め、

医学的にも経済的にも社会的にも適正な模範的医療を提供します。

【基本理念】

【基本方針】

信頼され選ばれる病院へ
・患者さんの権利と尊厳を尊重し、満足と信頼が得られる病院をめざします
・常に安全に配慮した医療環境の維持向上に努めます

地域とともに歩む
・地域の皆さまの健康を守り、地域医療の向上に努めます
・すべての救急医療をいつでも提供できるよう努めます
・保健・医療・介護・福祉の連携の核となる病院になります

未来へ向かって
・時代の要請に応じた最高水準の先進的な医療を提供する病院をめざします
・地方独立行政法人として、自主性・公共性・透明性の高い病院運営を行います
・職員の教育・研修の充実を図り、働きやすく、やりがいの持てる環境づくりを推進します

すべては患者さんのために

2001年1月（制定）　2017年4月（改訂）

□地域がん診療連携拠点病院 
□基幹災害拠点病院
□ＤＭＡＴ指定医療機関　 
□救命救急センター 
□小児救急医療拠点病院 
□救急告示病院 
□第二種感染症指定医療機関　
□エイズ治療拠点病院　
□地域医療支援病院  
□地域難病相談支援センター 
□地域周産期母子医療センター　
□認知症疾患医療センター  
□地域リハビリテーション
   広域支援センター

□生活保護法指定医療機関　
□結核予防法指定医療機関　 
□原子爆弾被爆者一般疾病医療機関
□未熟児養育医療担当機関　
□難病患者指定医療機関　
□千葉県肝炎治療特別促進事業
　指定医療機関　
□千葉県肝疾患専門医療機関　
□指定小児慢性特定疾病医療機関
□千葉県特定不妊治療実施医療機関
□精神科指定通院医療機関　
□精神科指定病院
　(措置入院･応急入院)　 
□身体疾患合併症対応協力病院　

□地域包括医療･ケア認定施設　
□精神科救急医療施設
　(基幹病院･輪番病院)
□千葉県精神障害者地域移行･
　地域定着協力病院
□母体保護法指定医師研修機関　
□外国医師・歯科医師の
　臨床修練指定病院  
□厚生労働省臨床研修指定・
　協力病院(医科/歯科)

□人間ドック健診施設機能評価
　(Ver3.0)　
□ISO9001:2015 　
□ISO15189:2012　
□日本医療機能評価機構認定：
　(3rdG:ver.1.1)・救急(Ver2.0)・
　緩和ケア(Ver2.0) 

旭中央病院附属飯岡診療所
介護老人保健施設シルバーケアセンター
特別養護老人ホーム 東総園
訪問看護ステーション旭こころとくらしのケアセンター

旭中央病院附属看護専門学校
養護老人ホーム 東総園
ケアハウス 東総園
ぴあハウス
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患者さんのプライバシーに
配慮した療養空間

病棟には「井」型の平面形を採用し、東西各病棟のス

タッフステーションが隣接して配置されているため、ス

タッフが連携しやすく、効率性と安全性が高まりました。

また、検査部門を集約することで移動による患者さん

の負担軽減にも配慮しました。

千葉県東総地域の病院では初となる免震構造を取り

入れ、震災時にも医療を提供できる造りとなっていま

す。非常用ガスタービン発電機の設置による自家発電

機能の強化、石油の備蓄、地下水の浄化利用など、災

害時にも対応できるインフラを整備しています。

自然採光を積極的に取り入れるほか、屋

上庭園を設けて断熱性を高め、空調負荷

を低減しています。蓄熱水槽の設置や雨

水の貯留など、省エネルギーに取り組ん

でいます。

患者さんにも働く人にもやさしい
高アメニティ

災害にも強い
安全で安心な病院

環境への配慮と
省エネルギーへの取り組み

3

1

4

5

2

地域医療の要として最先端の設備を備えた本館

個室病室の増床に加え、多床室では間仕切り家

具を配してプライベート空間を確保。また、外来

診察室や検査室も中待合室を無くして個室化し、

患者さんのプライバシーに配慮しています。

高度医療に対応できる施設・設備を完備
集中治療室、救急病棟、血管撮影室、中央手術室を同一フロアー

に配し、急変時にも迅速に対応。血管撮影装置を装備したハイブ

リッド手術室、手術支援ロボット「ダヴィンチXi」、半導体PET／

CT装置「Discovery MI」等、最新の設備を導入しています。
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ハイブリッド手術室

Discovery MI

ダヴィンチ Xi

間仕切り家具を配した4床室

デイルーム

断熱性を高めるための屋上庭園

免震構造

ホスピタルモール

　旭中央病院は、1953年に地域住民の健康を自らの手で守り、国の皆保険制度実現に協力するこ

とを目的に旭町他8ヵ町村（現旭市）により開設され、以来自治体病院の模範となるべく「すべては

患者さんのために」という理念のもと、医学的にも、経済的にも、社会的にも適正な地域医療の実践に心掛けてまいりました。開

院66年目を迎えた現在では市立病院としての役割に加え、千葉県北東部から茨城県南部におよぶ半径30km圏内の中核病院と

して、年間7,731台の救急車受け入れ件数（2018年度）に象徴される救急医療をはじめ、多くの使命を担っております。

　また近年では2011年の新本館建設を柱とする再整備事業により、建物の免震耐震化、患者導線にあわせた診療機能の再編

成、最新設備や機器の導入による高度専門医療部門の充実が図られ、地域の基幹病院としての機能が大きく向上しました。さら

に、2016年4月の地方独立行政法人移行により、病院運営においても公共性、経営の透明性、自主性が強化され、地域の皆さま

のニーズにより柔軟に、迅速に対応することが可能となりました。本年が最終年度となる4年間の中期計画のもとで病院運営を

すすめておりますが、手術支援ロボット「ダビンチXi」、最新鋭の放射線治療装置、半導体PET/CT装置、TAVI（経カテーテル

大動脈弁植え込み術）といった最先端技術の導入に加え、今年度は指導医クラスを含む20名の常勤医師増員により診療機能

充実を図るなど、それらを可能にする経営基盤の強化とともに、独法の利点を取り入れた効果的な運営に取り組んでおります。

　一方で、急速に進む少子高齢化、人口減少、それに伴う国の財源不足など激変する社会環境を背景に、医療界でも2025年に

向けた大きな変革が予想されております。当院では、このような医療環境の変化に対しても地方独立行政法人のメリットである

迅速性、柔軟性を最大限に生かしながら、地域や時代の要請に応じた医療介護サービスを展開してまいりたいと考えておりま

す。皆さまには引き続き、ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

　旭中央病院は、千葉県北東部から茨城県南東部を医療圏とする自治体病院であり、1953年の開設

以来地域の中核病院としての役割を担ってまいりました。病床数は989床、診療科目は40科で、急性

期・高度急性期医療を中心に、小児医療、周産期医療、精神医療、緩和医療なども含めて専門性の高い診療を行っています。

　当院は「地域住民に信頼される病院」であることをめざしています。その一環として施設や医療機器の整備・充実を図ってき

ました。2011年に免震構造の新本館が竣工し、最新の機能を備えた中央手術室・血管撮影室では先進的な治療が行われてい

ます。また、高スペックの画像診断装置や放射線治療装置を導入し、最先端の医療を提供できる体制を整えています。

　このような施設・機器の整備に加えて、患者さんが安心・信頼して診療を受けられる病院であるために、次のような方策に力

を入れています。

　まず、医療安全の確保です。医療安全管理推進室が中心となって、患者さんの安全を守る活動をしています。医療安全上の

課題を抽出・分析して医療事故を予防し、また、医療安全研修会やワーキンググループ活動によって職員の安全意識の向上を

図っています。感染対策室では、院内感染の予防や清潔環境の保全などの活動を行っています。

　そして医療の質の維持・向上も重要です。TQM（総合的質管理）センターでは、いろいろな質指標を用いて、医学的・社会的

に正しい医療が行われているかを常にチェックしています。また、患者さんの満足度調査を定期的に実施し、問題点の把握と改

善に努めています。

　職員の研修・教育活動にも注力しています。最新の医学・医療知識を身につけて日常診療に生かすためには、不断の学習が

欠かせません。そのために臨床研究支援センターが職員の学会発表や論文作成をサポートし、臨床教育センターが臨床研修医

の教育を統括しています。

　当院では草創期より剖検（病理解剖）を励行しており、全国でも最も剖検数の多い病院の一つです。これは、剖検とは医師に

とってかけがえのない学びと反省の場であり、その後の診療や医療の進歩に大きく貢献すると認識しているからです。そして、不幸

にして患者さんが亡くなったときに、ご家族に剖検を許可していただくことは、日ごろから医療者と患者さん側との信頼関係を築い

てきた証になると考えています。

　最後になりますが、患者さんの安心のためには地域医療連携も欠かせません。これからの時代は、患者さんの生活を地域全体で

支援していくことが求められるからです。当院はこれまで地域医療支援病院として医療・介護・福祉のネットワークづくりを行ってき

ましたが、今後も積極的に連携を推進していく所存でおります。

　これまで皆さまよりいただきましたご指導ご鞭撻に感謝申し上げますとともに、今後もご支援を賜りますようお願い申し上げます。

ご
挨
拶
〜
良
質
で
安
全
な
医
療
の
提
供
を
め
ざ
し
て
〜

理事長

吉田 象二
Shouji Yoshida

病院長

野村 幸博
Yukihiro Nomura
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高 度 医 療 や 災 害 に も 対 応 で き る 充 実 し た 医 療 体 制

高度医療の充実
（地域がん診療
連携拠点病院）

　当院は、「救急医療は医の原点」

との考えのもと、1967年より地域の

救急医療を支えています。1984年

には救命救急センター指定を受け、

三次救急のみならず、一次、二次も

含め、全ての救急患者を24時間・

365日体制で受け入れています。本館

建設にあたっては救急医療態勢の

強化を図り、救急外来とCT、MRI、

血管撮影室や手術室を機能的に配

置して、緊急の検査や手術により迅

速に対応できる体制を整えました。

　当院は千葉県で最初の地域周産

期母子医療センターとして認可され

ました。産科病棟とNICUを集約

し、ハイリスク母胎搬送、分娩管理、

ハイリスク児の集中管理の連携を

図っています。月間80～90件の分娩

に対応するほか、院外で出生した病

児の入院も受け入れており、新生児搬

送専用救急車も整備しています。

24時間対応の
救命救急センター

基幹災害
医療センター
として
　当院は、大規模災害において被

災地内での迅速な医療活動の拠点

となる基幹災害医療センターの指

定を受けています。本館を免震構

造にすることや、自家発電機能の強

化、また、断水に備えた地下水の確保

など、災害時でも平時に近いレベルの

医療の提供が可能となりました。

　また、専門的教育を受けた医師

や看護師等で構成されるＤＭＡＴ

（災害派遣医療チーム）の養成にも

取り組んでいます。

　当院は2004年に千葉県で初となる

PET画像診断装置を導入し、がんの早期

発見・診断を推進しています。200 9年

の放射線治療棟の拡充に続き、2011年

の本館オープン時には40床の外来化学

療法センターを整備しました。内視鏡下

手術支援ロボット「ダヴィンチXi」、半導体

PET／CT装置「Discovery MI」等の最

新の設備を導入するとともに、早期診断

から外科手術、化学療法、放射線治療、

緩和ケアまで、包括的ながん診療を提供し

ています。

周産期医療の
充実
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地 域 と と も に 歩 む 病 院 と し て の
さ ま ざ ま な 取 り 組 み

地域医療
支援病院として
　当院は2017年3月1日に地域医療

支援病院の承認を受けました。紹

介患者に対する医療の提供、救急

医療の提供、検査機器共同利用の

実施、及び地域医療従事者に向け

た地域医療者（医師）懇談会や研

修会等の開催により広く地域の医

療・介護を支援するとともに、紹

介・逆紹介を通じて二人主治医制

を推進し、地域完結型医療の構築

を目指しています。

こころの
医療センター
　1965年の神経精神科開設以来のノ

ウハウを集約した「こころの医療セン

ター」を2012年4月に開設。児童精神

外来と入院機能を整備し、子供からお

年寄りまで一貫した診療を提供できる

体制を整えました。訪問看護ステーショ

ンも併設し、地域に開かれた精神保健

医療を提供しています。

　当院では1981年から臨床研修制

度を導入。当初よりスーパーロー

テート方式を採用して、幅広い症例

を学べる環境を提供しています。

地域に向けた
取り組み

教育・研修
について

臨床研修医の受け入れ

　グローバルスタンダードを学ぶ機

会として、米国・英国から年10名以

上の教授・准教授クラスの医師を

招聘し、指導を受けています。

外国人講師の招聘

　看護局では、新人看護師の教育

をはじめ、キャリアアップ支援にも

力を入れ資格取得をサポートしてい

ます。院内認定制度も導入し、専門

性の向上を推進しています。

看護師の教育

　3年目の後期研修医には海外の

医療機関での研修機会を提供して

います。米国の姉妹病院の希望専

攻科へ、毎年4～5名が留学してい

ます。

海外研修機会の提供

地域医療
支援センター
　201 2年3月、千葉県地域医療再生

プログラム(2009年度策定)に基づき、

旭中央病院内に開設されました。現

在、地域医療従事者に対する医療用シ

ミュレータを用いた研修の開催などの

教育支援（スキルセンター）、当院単独

研究､多施設共同研究などへの臨床研

究支援（臨床研究支援センター）等の

役割を担っています。

その他の
取り組み

　患者さんに信頼され、当院で安心

して診療を受けていただけるよう、医

療安全管理推進室を中心に院内の安

全管理に努めています。

医療安全への取り組み

　TQMセンターは、医療の質向上、

患者満足度の分析・改善、院内連携

の充実を目標に、臨床指標の設定・追

跡・比較、QC活動の支援・普及、横

断活動部門支援を継続して行っていま

す。

TQMセンター

　ISO9001認証や日本医療機能評

価機構による認定など、第三者から

の評価を受けており、安心・安全な医

療の提供を推進しています。

第三者評価について

　当院では地域との交流にも積極的に

取り組んでいます。「病院まつり」「市民健

康講座」をはじめ、当院の医療従事者が

地域に出向いて講座を行う「健康づくり

出前講座」、院内コンサート、「看護の

日」や「救急の日」のイベント、自治体主

催の産業まつりへの参加など活動は多

岐にわたります。また、児童虐待症例へ

の対応や啓発活動、がん治療中の方や

ご家族・体験者を対象とした「がん患者

サロン」などの活動も行っています。

地域医療者（医師）懇談会

病院まつり
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診 療 科 の ご 案 内

当院内科は、総合内科としてスタートし、専門診療科が分化していく
経過を辿ってきたことから、全ての内科系専門診療科の総称として
「内科」と呼んでいます。内科における各専門診療科は以下にご案内
するとおりです。

内　科

当院内視鏡室は年間、上部内視鏡13,000件以上、下部内視鏡約4,800
件、内視鏡的膵胆管造影約1,000件を施行しており、全国的にみてもか
なりアクティビティーの高い部門です。その他カプセル内視鏡、小腸内視
鏡、超音波内視鏡など特殊検査も可能です。

消化器内科

肺癌、肺炎、慢性呼吸不全、間質性肺炎など呼吸器疾患全般の診療を
行っています。呼吸器外科とも連携を密にし、その他の診療科とも共
同しての診療を心がけています。

呼吸器内科

あらゆる循環器疾患を対象として高度医療を行っています。虚血性心
疾患（急性心筋梗塞・狭心症）、心不全、不整脈が入院患者の3大疾
患となっています。心血管カテーテル治療を得意としています。

循環器内科

神経内科では、神経難病などの慢性疾患から脳炎や脳血管障害の急性疾患
まで幅広い診療を行っています。手足の動かしにくさや物忘れ、めまいで受
診される方が多いですが、多岐にわたり多くの疾患の診療を行っています。

神経内科

千葉県東部、茨城県鹿行地域における腎疾患の拠点として、多数の腎
関連患者の紹介を受けています。腎疾患の診断・治療・長期管理、腎
不全治療および合併症管理を一貫して行える体制を整えています。

腎臓内科

総合診療は、問診と身体診察を基本とし、一般的感染症、不明熱、脳
血管障害、内分泌代謝、糖尿病合併症などの内科疾患、診断が不明、
また、複数の専門科に渡る症例などを幅広く診療しています。

総合診療内科

造血器悪性腫瘍に対する化学療法を中心に、移植治療（自家移植、同
種移植）、新規薬物療法など幅広く診療しています。近隣に血液内科
を標榜する病院がないため、様々な疾患に対応しています。

血液内科

当院は約4,000人もの糖尿病患者が通院しており、当科では糖尿病専
門医に加えて様々な医療職が一丸となって診療や合併症予防に従事し
ています。活動は院内にとどまらず、地域の健康づくりや生活習慣病
を予防する取り組みも行っています。

糖尿病代謝内科

救急医療を担う部署として24時間手術ができる体制をとっています。
脳血管内手術、未破裂動脈瘤など、年間500件以上の手術を行ってい
ます。血管造影装置を備えたハイブリッド手術室もあり脊髄以外のす
べての疾患に対応します。

脳神経外科

外来では、外傷、脊椎疾患、関節疾患、感染症、腫瘍などの診療を行
い、慢性疼痛に対して最新の治療を提供しています。入院は大腿骨頸
部骨折が多数を占め、人工関節手術、脊椎手術の件数も増加しています。

整形外科

新生児から高齢者まで、入院から外来・訪問にわたる包括的なリハビ
リテーションを提供しています。併設の老人保健施設・老人福祉施設
へのスタッフ派遣や、香取海匝地域リハビリテーション広域支援として
の活動など、介護・福祉領域との連携も推進しています。

リハビリテーション科

当院産婦人科は東総地区の周産期医療および婦人科腫瘍に対応し、
年間分娩数約1,000件、手術件数約850件を担う県内有数の施設で
す。また、多くの研修やレクチャーを取り入れて、若手医師の育成にも
力を入れています。

産婦人科

年間1,900件を超える手術を行っています。副腎・腎・尿路には内視
鏡・体腔鏡、前立腺にはロボット支援内視鏡、レーザー・小線源、腎・
尿管結石には対外衝撃波・レーザー等、なるべくお腹を切らず負担の
軽い治療を行っています。

泌尿器科

近隣に耳鼻咽喉科が数少ないため、当科では市中疾患を中心に幅広
い疾患を取り扱っています。耳・鼻・のどの一般的な疾患から頭頚部
癌まで様々な疾患に対応しています。

東総地区の基幹病院として眼科の緊急疾患や手術など視機能を左右す
る疾患を中心に診療を行っております。手術は白内障、緑内障、硝子体
手術、眼瞼手術、斜視手術など多岐にわたる手術を施行しています。

眼　科

全身麻酔で行われる手術や、全身状態に心配のある患者さんの局所
麻酔を、年間4,000件以上担当しています。麻酔科医が常に手術室に
待機しており、緊急手術にも対応しています。外来では、神経ブロック
を含む痛みの治療を行っています。

麻酔科

形成外科は新生児から高齢者まで、頭から指先まで幅広く治療対象と
しています。機能再建のみならず、形態治療も扱う科です。当科も外傷、
腫瘍（良性、悪性、血管腫）、先天奇形（口唇口蓋裂、耳介奇形、手指
奇形）、顔面神経麻痺、難治性潰瘍などあらゆる領域に対応していま
す。顕微鏡下の血管吻合技術を応用し、切断指や遊離複合組織移植術、
リンパ管疾患に対する治療（リンパ管吻合術、リンパ移植）などに力を
入れています。

形成外科

午前中は通常の外来診療、午後は外来予約診療、小手術、特殊検査、
往診を行っています。夏場は患者数が多いため、待ち時間が2～3時間
になることもあります。入院は皮膚悪性腫瘍の手術の他、蜂窩織炎、
中毒疹、類天疱瘡の患者さんが多い傾向にあります。

皮膚科

耳鼻咽喉科

児童精神、精神科救急、クロザピンやm-ECTを使用した治療抵抗性
精神障がいの治療、包括的地域生活支援(ACT)等アウトリーチ、ハウ
ジングサービスを、経験豊富な多職種でチームを組んで重点的に行
なっています。

神経精神科

透析装置155台を設備し、全国の透析施設の中でも単一施設としては
最大級の規模を有しています。救命救急や集中治療に関する血液浄化
療法の要請も多く、24時間体制で持続的血液浄化、血漿交換、血液
吸着等を行っています。

透析科

救急外来診療、重症患者に対する集中治療、救急医療教育、地域メ
ディカルコントロール、災害医療の5つが柱になっています。一次から三
次までの症例に24時間常時対応している救急外来、教育や地域救急
医療体制の構築にも重点を置いています。

救急救命科

顎顔面領域の外傷・炎症・腫瘍や顎関節疾患、顎変形症に対する治療な
どの口腔外科診療やインプラントを用いた補綴治療（入れ歯作り）を得意
としています。院内外からの依頼による治療が大半を占めています。

歯科・歯科口腔外科

身体的、精神的苦痛を含めた全人的苦痛の緩和を目指します。最期
までその人らしい生き方ができるように、医師、看護師、診療技術部門
スタッフ等が専門性を生かし、協働してケアを行います。

緩和ケア科

2019年4月現在日本で数台しか稼働していない最新の半導体
PET/CTの他、CT4台、MRI3台、IVR-CTを含む血管撮影装置4台、
TAVI対応ハイブリッド手術室、SPECT/CT、リニアック治療装置
（IMRT対応）を擁しています。画像診断、各科との協力により血管内
治療（IVR）、放射線治療を行っています。

放射線科

当科は、常に技術と精度の向上を図りながら病気の診断や治療が遅滞
なく行えるよう、24時間体制で迅速かつ正確な検査の提供に努めてい
ます。また各診療科の採血やICT等のチーム医療に積極的に取り組ん
でいます。

中央検査科

臨床病理科では、生検・手術検体の病理診断を行うことで、個々の患
者さんに適した治療方針の決定に貢献しています。また病理解剖によ
る最終診断を行うことで、病態を解明し、医療の質を高めるべく各科
と協力しています。

膠原病・リウマチ疾患、アレルギー疾患の専門医による最先端の高度
医療を提供します。膠原病・リウマチ疾患では全身性エリテマトーデ
ス、多発性筋炎、関節リウマチなどを診療します。アレルギー疾患では
主に気管支喘息を診療します。

アレルギー・膠原病内科

臨床病理科

NICU9床、GCU21床を有する周産期医療の中核施設です。年間
260例以上の新生児の診療を担当しています。新生児搬送専用の救急
車を保有しており、地域の医療機関で出生した病児も受け入れています。

新生児科

診療圏内で365日24時間重篤な小児が入院できる唯一の施設です。
外来業務・病棟業務・保健業務（ワクチン接種や乳児健診）に加え、
救急外来を受診する小児内科救急患者の初療から診察にあたってい
ます。小児科専属の言語聴覚士・臨床心理士を有しています。小児科
専門医研修支援施設に認定されています。

小児科

がん診療拠点病院として、病棟と外来、化学療法センターとの継ぎ目
のない治療を継続し、チーム医療の実践を重視しています。化学療法
に特化した対応を行うことで患者さんのケアや副作用対策の向上を
図っています。

化学療法科

感染症科では地域で問題となる2類感染症（結核、ERS、新型インフ
ルエンザ等）やHIV感染症の他、市中発症の重症感染症治療、院内
発症の肺炎・尿路感染や医療関連感染症の診療を行っています。
また、千葉県院内感染対策地域支援ネットワークの北総地域幹事病院
として地域の医療機関と連携し、耐性菌やアウトブレイクを減らすこと
を推進しています。

感染症科

循環器内科と密接に連携しながら、緊急手術を含めて年間100件以上
の成人心臓・大動脈疾患手術を行っています。また、右小開胸手術や
ステントグラフト手術などの低侵襲手術にも取り組んでいます。

心臓外科

外科全体の手術件数は年間1,800件以上にのぼり、消化器外科・血管外
科・呼吸器外科・乳腺外科・甲状腺外科の各分野で専門的な診療を行っ
ています。緊急手術も多く、当地域の救急医療の一翼を担っています。

外　科

乳腺の良性疾患および乳癌に代表される乳腺の悪性疾患に対応してい
ます。乳癌診療では乳房温存治療や乳房切除と同時再建、内分泌療
法、化学療法や分子標的治療など、幅広い治療法に対応しています。

乳腺外科

当院は香取海匝地域で唯一の呼吸器外科認定修練施設です。手術の
約半数は原発性肺癌が占め、他には転移性肺腫瘍・気胸・縦隔腫瘍な
どを扱います。気胸や膿胸などの緊急性のある疾患は、救急外来から
の入院や他院からの転院も多く受け入れています。

呼吸器外科

消化器の悪性腫瘍（胃癌・大腸癌・肝癌など）及び良性疾患（胆石や
虫垂炎など）に対して外科治療を行います。ヘルニアの日帰り手術から
胃癌のロボット手術や肝胆膵の高難度手術に至るまで、多岐に渡る多
くの手術を施行しています。

消化器外科

腹部大動脈瘤（開腹手術と血管内治療）、破裂性腹部大動脈瘤（24
時間体制）、閉塞性動脈硬化症、急性動脈閉塞、下肢静脈瘤（炎症・
血栓・潰瘍合併など重症例）、下肢浮腫、シャントトラブルなどを担当
します。厳しい禁煙指導も行います。

血管外科
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看護局
　看護局では「一人ひとりに寄り添

う癒しの看護」という理念のもとで

日々の看護を提供しています。教育

面では、専門職として知識や技術を

高めることが不可欠と考え、JNAラ

ダーに準拠したクリニカルラダーと教

育プログラムを用意し、院内研修や

セミナーを実施し自己研鑽の場を提

供しています。

　専門性を高めるために認定看護師

資格取得や、特定行為研修受講など

のサポート体制も整えています。各

分野の認定看護師が、看護の質向上

に貢献しています。同時に院内認定

看護師制度を導入し、現在、皮膚・

排泄ケア及び感染管理の領域を学

び実践に生かしています。

　病棟では、医師や多職種と患者さ

んを結ぶ役割として看護師の存在は

欠かせません。認定看護師を中心に、

病棟のラウンドをはじめチーム医療を

推進しています。

　また、退院支援については各病棟看護

師、ケースワーカー、ケアマネージャー、訪

問看護師などと情報を共有し、サービス

の向上に努めています。

診療支援・企画情報局 事務局
　診療支援・企画情報局は、経営企画室、医療情報

室、診療情報管理室および診療支援室により構成さ

れています。主な業務は、病院の運営方針、経営戦略

等の意思決定に必要な情報を発信することや医療情

報システムの設計、稼動、運用の管理等です。また、診

療録等の診療情報の管理および診療統計、診断書作

成補助などの診療支援等を行っています。

　事務局は、医療現場と密に連携し、病院事

業の円滑な運営をサポートしています。行政や

関連団体との連絡・協議や、健全経営に向け

た予算やコストの管理、患者さんへの情報発

信、患者さんの相談窓口としての機能、施設の

維持管理など、皆様に安心して当院をご利用

いただけるよう様々な業務を行っています。

　薬剤局は、医薬品の供給や調剤はもち

ろん、医薬品が関わるさまざまな工程で

の安全性や有効性、および経済性への

貢献を目指して活動しています。特に、

抗がん剤の無菌調製やレジメン管理、血

中薬物濃度解析、PET検査薬の合成等

による診療支援をはじめ各種チーム医

療、リスクマネージメントへの参画など、

他部門と連携を図りながら薬物療法の

質向上に努めています。

診療技術局
　診療技術局は、医師・看護師・薬剤

師以外の医療技術職から成る11部署を

統合し、2012年4月に設置されました。

検査部門、放射線・臨床工学部門、リ

ハビリ・歯科部門、栄養・相談支援部

門の4部門で構成され、国家資格を有

する約300名が所属しています。

　当局では各職種の専門性を高める

だけでなく、職種の垣根を越えた活動

により医療サービスの向上や病院事

業への貢献度向上を目指しています。

現在、各部署の代表者による会議を

隔週に開催、さらに出席者を増やした

全体会議を議題により開催し、情報

共有・検討を行い、連携を図っていま

す。また部署、部門に関係なく、合同で

研修会、勉強会等を開催しています。

ひとつの局に統合されたことで、他職種

の業務内容を把握することが可能とな

り、連帯感が高まると同時に切磋琢磨

できる環境が生まれました。今後は医

療技術職としての専門知識や技術を

高め、診療支援の質の向上を図るとと

もに、より良いチーム医療サービスの提

供のために連携を深め診療技術局が一

体となって取り組んで参ります。

薬剤局

さ ま ざ ま な 現 場 で

専 門 性 を 持 っ た ス タ ッ フ が

患 者 さ ん を 支 え る 活 動 に

取 り 組 む

附属施設
ケアハウス東総園

養護老人ホーム（50名）、特別養護

老人ホーム（50名）から成り、入居

者が安心して生活できるよう、季節

ごとの行事や活動を通して質の高

い介護に取り組んでいます。

独立して生活するには多少不安が

あるが、身の回りのことはご自分で

できる方にご利用いただいていま

す。自立性を尊重し、各種の生活相

談に応じています。

養 護 老 人ホーム東 総 園
特別養護老人ホーム 東 総 園

 

精神科特化型の訪問看護ステー

ションです。訪問エリアは主に海匝

地区を中心に地域と連携して支援

を行っています。24時間対応体制を

とっています。

訪問看護ステーション
旭こころとくらしのケアセンター

急性期治療後の回復期リハビリを

担い、病院から在宅への橋渡し役

となり、重点的に在宅復帰の支援

をしています。在宅復帰後の介護支

援のために通所や短期入所などの

在宅サービスも提供しています。

旭中央病院のサテライト・ステー

ションとして、週3日、半日の診療を

交代制で行っています。受診者は安

定期の高齢の方が中心で、採血、胸

部レントゲン・心電図・腹部超音波

検査を行っています。

介護老人保健施設
シルバーケアセンター

1 9 6 4年に千葉県で初めて2

年課程の高等看護学院とし

て開設され、現在は1学年 2

クラス（定員1学年60名）の

生徒が3年課程に学んでいま

す。学校と病院が一体とな

り、「感じ、考え、自己を見つ

め直せる実践者」を理念とし

て教育に力を注いでいます。

旭中央病院附属 看護専門学校

旭中央病院附属 飯岡診療所
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外 来 受 診 か ら 入 退 院 ま で 、

あ ら ゆ る ス テ ー ジ で 患 者 さ ん を サ ポ ー ト

入院・手術サポートセンター（PFMセンター）

　2019年、本館1階に「入院・手術サポートセンター」が開設され、入

院前からの患者支援が強化されました。センターでは入院に必要な書

類の手続き、入院までの準備や入院生活に関する説明、相談業務を一

元化し、外来患者さんの円滑な入院、退院手続きを支援します。また、

手術予定の患者さんが安心して安全な手術を受けられるよう多職種が

連携して患者さんの心と体の準備をサポートします。

総合患者支援センター

　患者さん・来院者に必要なサポートを適切に提供できるよう、以下の部

署から構成される「総合患者支援センター」を設置しています。

○患者支援センター（総合相談窓口、総合受付、インフォメーション、紹介

患者センター）、○医療連携福祉相談室（がん相談支援センター、難病相

談支援センター、認知症疾患医療センター）、○入院・手術サポートセン

ター、○地域生活支援室、○ボランティア支援、○広報患者相談課

健診センター（人間ドック）

　健診センターは日本人間ドック学会「人間ドック健診施設機能評価」

（Ver3.0）の認定施設です。各領域の専任スタッフが、最新の医療機器

にて検査を行います。検査の結果異常や病気が発見された場合には、当

院専門診療科で精密検査や治療を受けることも可能です。オプション検

査では、2日ドックで脳ドック、乳癌検診、肺癌検診などがあり、PET画像

診断につきましては、1日ドックでも検査を受けていただけます。

Fl
oo
r 
M
ap

患者図書室

がん相談支援センター

 「地域がん診療連携拠点病院」である当院では、医療連携福祉相談室

内に「がん相談支援センター」が設置され、患者さん、ご家族からの相談

に社会福祉士・看護師が対応しています。また、治療中の患者さん、ご家

族やがんを体験された方を対象に体験や思いを語り合う場として「がん患

者サロン」（医療連携福祉相談室）「乳がん患者サロン」（乳腺センター会

議室）を毎月開催しています。

本 館

5F NICU・GCU・新生児外来・5階東・西・北病棟
4F 手術室・血管撮影室・特定集中治療室・救命救急センター病棟
3F 化学療法センター・薬剤局・臨床栄養科・しおさいホール
2F 内科外来・内科処置室・生理機能検査・超音波検査・内視鏡検査・中央検査科・臨床病理科
1F 総合受付・会計・救急外来・整形外科・放射線科・患者支援センター・紹介患者センター・入院・  手術サポートセンター・お薬お渡し窓口・売店・コーヒーショップ

5F 1-5病棟
4F 第1透析センター
3F 耳鼻咽喉科・産科/婦人科
2F 外科・小児科
1F 眼科・麻酔科・形成外科

6F  
5F  神経精神科病棟
4F  神経精神科病棟
3F  地域医療支援センター
2F  神経精神科作業療法施設／デイケアセンター
1F  神経精神科外来

2F  アイソトープ検査室
1F  PET検査室

6F 第2透析センター

7F 1-7病棟

5F 健診センター

PET画像診断センター

放射線治療棟

12F

11F

10F

9F

8F

7F

6F

11階東・西病棟
10階東・西病棟
 9階東・西病棟
 8階東・西病棟
 7階東・西病棟
 6階東・西病棟

11階東・西病棟
10階東・西病棟
 9階東・西病棟
 8階東・西病棟
 7階東・西病棟
 6階東・西病棟

展望ラウンジ・売店・コーヒーショップ

1号館

2号館

3 号館

研修棟

職員食堂

4F 事務局
3F 脳神経外科・栄養指導室・小児科心理／言語室・理髪店・コインランドリー
2F 心臓外科・乳腺センター・皮膚科・歯科口腔外科・泌尿器科・緩和ケアチーム外来
1F リハビリテーション科・外来看護指導室・医療連携福祉相談室・
　  がん相談支援センター・難病相談支援センター・認知症疾患医療センター


